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平成22年度「収支決算報告」
(収入の部〉(H2241～ H233.31)

平成23年度「OB総会」を開催さる !

昨年と同様に、去る4月 29日 (祝)に年次総

会が約 50名の出席者のもと上本町「百楽」にお
いて開催されました。

総会の議事内容は、①会長挨拶、②言卜報ご報

告、③平成 22年度会計報告、0平成 23年度予

算の承認、⑤役員の任用と一部変更、⑥監督交

代、0新入会員紹介であり、すべて原案通 りに

可決されました。

なお、総会に先んじて、近鉄花園ラグビー場
においてOB戦が開催され、新入部員も試合に

臨み果敢なプレーを披涯しました。

総会決議事項についての詳細は下記の通りで

す。

会計理事 :坂下 清信 (S57卒 )殿
平成 22年度収支報告書につき関係書類を監査 しました結果、
いずれも適正であることを認めます。

平成 23年 4月 26日 監事 :森内 敏晴 (S56卒 )

平成 23年度「収支予算」
(収人の部)(H2341～ H24331)       (単 位 :円

)

(注 )OB会 費及び寄付金収入の 270万 円に対 して、
現役へは、ユニフォーム購入、定期戦補助、新入部員
勧誘などを含め、約 70%の援助を計画しています。

役 員 リス ト (板 称略)

平成 23年 4月 29日

顧 問 太 田 奎吾 (S27卒 )

同 山本 泰督 (S29卒 )

同 丹羽  正 (元部長)

同 定兼 廣行 (神戸商船大・元部長)

会 長 代 行 吉りII 邦英 (S51卒)※
/_Y
ム 報 千 歳 和秀 (S37卒 )

入
本 計 坂 下 清信 (S57卒 )

事 務 局 士
口 邦英 (S51卒 )

東京支部長 三島 忠― (S38卒 )

神戸商船大 西 日 重蔵 (S35卒 )

監 事 森 内 敏晴 (S56卒 )

副 監 事 植木 心一 (S63卒 )

(注 )山 国会長の要請により、会長代行 として吉川理
事 (S51卒)が就任 し、会長を補佐することと決まり
ました。

(単位 :円
)

項  目 予 算 備 考

1前 年 度 繰 越

2会         費

3雑    収    入

4名 簿作成寄付・広告費

1,439,702

2,700,000

5,000

0

1万円/LI(寄付含む)

利 ′自、, そ の 他

収 入 計 4,144,702

(支出の部〉

項  目 予 算 実 績

1前 年 度 繰 越

2会           費

3雑     収     入

4名 簿 作 成 寄 付・ 広 告 費

1,430,386

2,700,000

5,000

0

1,430386

2,626,000

731

0

収 入 計 4,135,386 4057,117

(支出の部〉

項  目 予 算 備 考

1現 役 補 助

2現役ユニフォーム購入

3三商大十東京海洋大定期戦補助

4総 会 運 営 費

5監 督 活 動 費 補 助

6コ ー チ 交 通 費

7新入部員獲得・勧誘費補助

8ク  ラ ブ 運 営 費

9会 報 作 成 費

10自 動 振 込 手 数 料 等

110Bチ ー ム 活 動 費

12東 京 支 部 運 営 費

13会   議   費

14名 簿 作 成 費

15予   備   費

16次 期 繰 越

800,000

300,000

150,000

300,000

350,000

400,000

300,000

180,000

300,000

70,000

30,000

15,000

0

0

200,000

749,702

隔年購入

海洋大開催で+5万円

4/29総会 (花 同)

交通費等

4万 ×10ヶ 月

事務局費用

凌霜ラガー通信印刷費等

振込費用,引 落し費用

総会費等

(次年度より項目削除)

DVD作成費,慶弔費等

支 出 計 4,144,702

項  目 予 算 実 績

1現   役   補   助

2現 役 ユ ニ フ ォ ー ム 購 入

3三 商大+東京海洋大定期戦補助

4総  会  運  営  費

5監 督 活 動 費 補 助

6コ  ー チ 交  通  費

7新 入部員獲得・勧誘費補助

8ク ラ ブ 運 営 費

9会  報  作  成  費

10自 動 振 込 手 数 料 等

110Bチ  ー

12東 京 支

13会

14名  簿

15予

16次   期

活 動 費

運 営 費

費

成  費

費

繰   越

ム

部

議

作

備

800,000

0

100,000

300,000

350,000

400,000

300,000

180,000

300,000

70,000

30,000

15,000

30,000

0

200,000

1,060,386

800000

0

100,000

183,800

307,000

400,000

283,278

118,381

221,690

57,360

0

15,000

0

0

130,906

1,439,702

支 出 計 4,135,386 4,057,117

(次期繰越内訳〉

現    預    金

ネ ク タ イ 在 庫

1,424,702

15,000

現金・銀行預金

次期繰越 1,439,702
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理 事 リス ト (敬 称略) 言卜 報 ご 通 知

理 事 子安 武 (S29卒

同 安 中 一雄 (S32卒

同 西 口 重蔵 (S35卒
同 多々見道雄 IS35卒

同 山 口 秀夫 (S36卒
同 千歳 和秀 (S37卒
同 三島 忠― (S38卒
同 岡 田 輝久 (S41卒
同 矢野  智 (S43卒
同 福 原 純 (S45卒
同 田中 俊明 (S49卒
同 一

ロ 邦英 (S51卒
同 磯江 憲夫 (S53卒
同 天知 五朗 (S57卒
同 坂下 清信 (S57卒
同 仁張 正之 (S58卒
同 北濱 敏孝 (S63卒
同 森岡 礼次 (Hl卒 ※

同 堀 口 祐二 (H3卒
1司 堀 祐介 (H7卒
同 赤澤 栄信 (Hll卒
同 金 田 テ典 H16卒
同 桐生 明 (H19卒
同 芝野 大樹 (H20卒 ※

(注)こ のたび、多々見道雄氏 (S35卒)が監督を退
任されました。監督の交代に伴ない、新監督の森岡礼
次氏 (Hl卒)が理事に就任 し、また、芝野大樹氏 (H
20卒)が H20～ 23年 度卒を代表 して、理事に就任
しました。

学年 幹 事 リス ト (敬 称略)

S27卒 太 田 奎吾 S58卒 仁張 正 之

S29卒 子安  武 S59卒 三森 啓章

S30卒 名取 幸男 S60卒 遠藤  勉
S31卒 永井 長 造 S61卒 向井 昌弘

S32卒 安 中 一雄 S62卒 岡田  功
S33卒 野り‖ 寛人 S63卒 北濱 敏孝
Ｃ
Ｏ 野本寸 康 治 Hl卒 石井 慎二

S35 多々見道雄 H2卒 吉 田 圭吾
０
０ 山 口 秀 夫 H3卒 堀 口 祐 二

S37卒 千歳 和秀 H4卒 諏訪 正樹
S38卒 竹添 修一 H5卒 三宅 靖
ぐ
０ 小 玉 康雄 H6卒 湯地  努
S40 国澤 健一 H7卒 堀  祐介
S41 岡田 輝久 H8卒 岡培 正芳

S42 向井  勝 H9卒 船越弘一郎

S43 矢野  智 H102 光村 孝仁
S44 野中 克己 Hll 赤洋  栄イ言

S45卒 福原  純 H122 菫
ユ 貴也

S46 鷹尾 昌弘 H132 中村 昌輝

S47 並河  寛 H142 古川 武

S48 阪下 喜治 H152 梶川 洋平

S49卒 田中 俊 明 H162 金 田 芳典

S50卒 森 田 幸一 H172 田口慎太郎
S51卒 士

ロ 邦英 H182 高橋 俊亮
S52卒 河 野 雄造 H19 桐生 宗 明

S532呑 磯江 憲夫 H20卒 芝野 大樹
S54卒 小松 規秀 H21卒 河合 祐二

S55卒 杉本 文雄 H22卒 林  知志
S55卒 森内 敏晴 H23卒 縄船 恭志※

S57卒 天知 五
口

謹んでご通知申し上げますと共に、衷′さから

ご冥福をお祈 り申し上げます。   合 掌

H21年 5月 5日 ご逝去

H22年 5月 19日 ご逝去

H22年 5月   ご逝去

H22年 12月 22日 ご逝去

H23年 3月 4日 ご逝去

H23年 3月 16日 ご逝去

H22年 ご逝去

監督就任ご挨拶

今年度、監督の大任

を引 き受 けさせていた

だ くことにな りました。

微力 なが ら精一杯つ と

めさせていただきます。

今年度 は二～四回生で

16名 と上級生が少なく、

チームを維持で きるの

か と心配 してい ました

が、幸 い 9名 の新入生

の入部が確定 しました。

総勢 25名、このメンバーを中心に、今年度リー

グ戦を戦っていきます。目標は、できればCリ ー

グ優勝・Bリ ーグ昇格。ラグビーのすばらしさ

を大いに味わってもらい、2、 3年後には 40～

50名 まで部員数を増やしたいと考えています。

私が卒業 した頃のテームは総勢 80名 ほどの

部員数があ り、今とは全 く違う環境の中で活動

をしていました。その時感 じたのはやはリチー

ムの仲間のあ りがたさ。結果 もそれなりに残せ

たと思います。厳 しい練習を乗 り越えて良い結

果に導 くと同時に、仲間をたくさん増やしてラ

グビーをすることが今の私が考えるチームの方

向性です。

コーチは昨年より引き続 き、神戸製鋼 OBの
三木コーチ、前監督の多々見さんにもご協力い

ただきます。若手 OBも 現役チームに関心が高

く、また先輩OBの方々にも盛んに試合会場に

足を運んでいただいてお ります。多 くの方々か

らエネルギーを貰いなが ら、良い環境でチーム

三木 牧夫様 (S38卒 )

木下 幹雄様 (S29卒 )

河島 俊彦様 (S35卒 )

三宅 久夫様 (S17卒 )

三宅 秀乙様 (S22卒 )

南野 孝一様 (S36卒 )

千馬 秀夫様 (S20卒 )

監督 森岡 礼次

(Hl卒 )
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に関われることをうれしく思っています。卒業

以来 21年ぶ りに現役チームに関わることにな

りましたが、何とぞご支援のほどよろしくお願

いします。

今年度の首脳陣

マネージャーのコメント

今年は 1回 生が 2人 入って、現在マネー

ジヤーは 3人で活動しています。まだ不慣れな

部分もあり、 3人では仕事を回すのが大変な部

分もあります。しかし、これからリーグ戦に向

けて、さらにマネージャー間の連携を深めて

しっかり選手のサポートができるように頑張っ

て行きたいと思います。

復興支援チャリティー・マッチが開催さる !

RUGBY:FOR ALL
(ニ ッポンのために!)

3月 11日 に発生 した東 日本大震災の復興支

援 として、日本ラグビーフットボール協会主催

のチャリティ 。マッチが開催されました。

6月 11日 、香港において、アジアパシフィッ

クバ ーバ リア ン (APB)と ワーフレドフィフ

ティーン (WXV)がチャリテイー・マ ッチを

行ない、スコア 50対 36で WXVが 勝利 しまし

た。

また、6月 26日 、秩父宮ラグビー場において、

ジョン・カーヮン・ヘ ッドコーチ率いる日本代

表 とトップリーグ選抜が慈善試合を行ない、ス

コア 49対 7で 日本代表が完勝 しました。

収益の一部やオークションなどで集まった義

援金は日本協会を通 じて被災地の支援に充てら

れます。

第 7回ラグビー W tt NZ大会 開幕迫る!

今年は4年 に 1度のワールドカップ (W杯 )

が、9月 9日 (金)か らニュージーランドにお

主将

FWリ ーダー

BKリ ーダー

主務

マネジャー

マ不ジャー

マ不ジャー

元嶋 政太

黒谷 洋文

縄田 丈典

岡山 和也

原田梨香子

増井 愛美

森本  彩

(4回生 )

(4回 生 )

(4回 生 )

(3回生 )

(3回生 )

(1回生 )

(1回生 )

今年の抱負

主将 元嶋 政太

今期主将を務めさせていただきます元嶋政太

です。

今シーズンの目標は Bリ ーグ昇格です。春

のオープン戦ではなかなか結果が出ず、OBの
方々にはご心配をおかけしています。しかし、

新入生の台頭、けが人の復帰等シーズン後半に

は少しずつ手ごたえを感じることが出来たよう

に思えます。

これから夏合宿を経て、チームとしての戦い

方を固め、部員一人ひとりにさらなる自覚が芽

生えれば、日標を達成できるのではないかと

思っています。

また目標達成のために OBの先輩方のご協力

は僕らの大きな力になります。

これからも変わらぬ現役へのご支援、ご声援の

ほうよろしくお願いします。
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いて開催 されます。

日本代表は、プール Aに属 してお り、フラ

ンス、ニュージーランド、 トンガ、カナダと戦

います。 2勝以上を目指すジャパ ンは 1991年

の第 2回 W杯 で ジンバ ブエに勝利 して以降、

いまだ勝ち星があ りません。

今般、W杯 の前哨戦 とも云 える IRBパ シ

フィックネーションズ 2011で 初優勝 したジャ

パン、カーワンHCが提唱してきた日本のスタ

イル・「低 さと速さ」を駆使 してジャバ ンの活

躍が期待 されています。

主務 岡山 和也

今年度主務を務めさせていただきます岡山和

也です。

チームが円滑に活動できるように精進 してま

い ります。まだまだいた らぬ点が多 く、OB・

OGの方々にご迷惑をおかけすることがあると

思いますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

また選手としては、怪我を少なくしてなるべ

く多 くの試合に出場 し、チームの目標達成に貢

献 したいと思ってお ります。これからもご支援

の程よろしくお願い申し上げます。

近国体第 1戦 (VS京都教育大学)

5月 3日 (日 )13100K.0.(大 阪教育大 G)

○神戸大学 24-5▲ 京都教育大学

つかあったが、ゴール前で トライを取 りきれな

い場面も見 られた。スクラムに大 きな課題の残

る試合であった。

東京海洋大学との定期戦結果

5月 5日 (木 )

▲神戸大学 10

前半 O T
O GK

14:00K.0.(東京海洋大 G)

-260東京海洋大学

3  後半 2 T l
2        0 GK l

計 12-5 曰+  12

【戦評】

格下の相手であったが

るという展開となった。

後半 2 T 0
l  GK 0

、スクラムは圧倒され

トライチャンスはいく

計 0 - 19   計 10 - 7
【戦評】

前半は神大に攻守両面でミスの目立つ内容で

あリリードを許すことになった。

後半、ミスが少なくなリトライを奪うも追い

つくことができず敗北という結果になった。

また、セットプレーなどにも課題の残る試合

であった。

第 82回三商大戦・春季戦結果

昨年と同様に、神戸大学は春季には一橋大学

のみと対戦し、大阪市立大学戦は、関西大学ラ

グビーCリ ーグでの試合の結果をもって決定す

ることとしました。

5月 8日 (日 )14100K.0.(一 橋大 G)

▲神戸大学 14-490-橋 大学

前半 O T 5  後半 2 T 4
O GK 2        2 GK 0

計 0-29 計 14

【戦評】

前半からFW戦で劣勢となり、苦 しい展開

となった。

セットプレーも安定せず終始一橋ペースで

前半 2 T l
l GK 0

20

1春1季 の試1合
‐結果
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あった。

後半になリトライを返すも、一橋にトライを

許すなどして追いつくことはできず大差での敗

Jヒ となった。

練習試合 (VS佛教大学)

5月 15日 (日 )12:00K.0.(神戸大・深江 G)

○神戸大学 14-12▲仏教大学

前半 l T 2  後半 l T 0
l GK l        l  GK 0

計 7-12 計 7

【戦評】

スクラムはノーコンテス トで試合が行われ

た。

相手の ミスが多 く、ミスに助けられた面が

多々あった。

スクラムのノーコンテストや相手のミスのこ

とを考えると勝利はしたものの、多くのセット

プレーや攻守で多 くの課題の残る試合であっ

た。

練習試合 (VS大阪大学)

5月 22日 (日 )14:00K.O.(神戸大・六甲 G)

▲神戸大学 15-190大 阪大学

前半 l T 2  後半 2 T l
O GK 1        0 GK l

計 5 - 12   計 10 - 7

【戦評】

この試合もスクラムはノーコンテストで行わ

れた。

前後半ともに競る展開となった。結果的には

敗北となったが、各所に好プレーもみられた。

ただ、やはリミスも目立ったため、修正の必要

がある。

近国体第2戦 (VS大阪教育大学)

5月 29日 (日 )12100K.〇 .(大阪教育大 G)

▲神戸大学 0-450大 阪教育大学

前半 O T 3  後半 O T 4
0 GK 2        0 GK 3

計 0 - 19   計 0 - 26
【戦評】

激 しい雨が降 りしきる中での試合となり、両

校 ミスの目立つ試合 となった。

前後半ともに、神大のミスをついて攻めてく

る大教の勢いにおされ トライをとられる展開と

なり、何度か敵陣深 くまで攻め込む場面があ り

ながらもトライに結びつけることができなかっ

た。

また、 1対 1での弱さも目立った。

近団体3位決定戦 (VS和歌山大学)

6月 5日 (日 )12:00K.〇 .(大阪教育大 G)

C神戸大学 19-10▲和歌山大学

前半 3 T 2  後半 O T 0
2 GK 0        0 GK 0

日+  19  -  10       言+  0   -   0

【戦評】

前半開始早々に攻め込まれ先制 トライを奪わ

れた。その後 トライを取 り返すも、また返され

るという落ち着きのない展開となった。

後半にはやっとペースをつかみ敵陣でのプ

レーが続いた。

勝利はしたものの、スクラムや試合の流れな

どに課題の残る試合であった。

練習試合 (VS大阪府立大学)

6月 12日 (日 )12:00K.0.(神戸大・深江 G)
▲神戸大学 0-350大 阪府立大学

前半 O T 5  後半 O T O
O GK 5        0 GK 0

計 0-35 計 0

【戦評】

前半は、相手の攻撃に合わせてしまいペース
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がつかめず終始府大に攻められるという展開と

なった。

後半は 0点 におさえたが、こちらもトライを

とりきれず、ディフェンス面、オフェンス面の

両面で課題の残る試合となった。

第 3回甲南大学との定期戦結果

6月 19日 (日 )11:00K.0.(神戸大・深江 G)

▲神戸大学 0-810甲 南大学

前半 O T 6  後半 O T 7
0 GK 3        0 GK 5

百+  0  - 36     言+ 0  -  45
【戦評】

前日に雨が降ったためグラウンドのコンディ

ションが悪い中での試合であった。

終始甲南のペースとなり、 トライをとること

もできないという結果となった。

ただ、スクラムは以前よりも多少おされなく

なったように思われ、また、チームの雰囲気も

以前より良くなったように感じた。

ただ、1対 1で負けている部分が多 くあった。

練習試合 (VS関西学院大学)

6月 25日 (日 )15:30K.0.(関 西学院大 G)

▲神戸大学 10-690関 西学院大学

リゾー トハイランド美やざき

電話 :0268(74)2082

OB会費納入・ご寄付のお願い

当 OB会の運営及び現役への補助 は、すべ

て OB会員か らの会費、寄付金で賄われてお

ります。

恐れ入 りますが、未納者は大至急、納入 し

て下さいますよう、お願い申し上げます。

年会費 10,000円 振込先は「凌霜ラガークラブ」

O三井住友銀行 。天満橋支店

普通預金 口座 NO.957978

C三菱東京 UF」 銀行 。大阪駅前支店

普通預金 口座 NO.27557

0郵 便 局 00960-4-302152

神戸大学ラグビー部OB会の
ブログにようこそ !

OB会ではBLOGを開設しています。是非

アクセスしてご覧ください。

http://profile.ameba.jp/kobe‐ u¨rfc‐ob/

1    現役のホームベージにも     |
|    ァクセスしてください !     |

l http://kOberfc.fc2web.com/        1
:直近のいろいろな情報、写真などが見られ l

:                                        l

lま す 。
                |

:                                              :
:                                              1

1E¨ Mailを 活用してOB相互の連絡を !   |
10B会 員で e―mail Addressを 取得されて

|

|い る方は事務局にご連絡 ください。    |
l                                              :

IMT叢曇貼町:糧鰍ξ
ttp l

l 会長代行 吉川 邦英 (S51卒)   |
I   〒 542‐0082
i

1  大阪市中央区島之内 2-13-22     1

1  ベルモントコミュニケーション側内  |
I   Tel&Fax 06-6213-5948         1
1                            1

前半 l T 6
0 GK 3

計 5-36

後半 l T 5
0 GK 4

計 5 -33

【戦評】

猛暑の中での試合となった。

前半は、結果としては点差がついているが、

攻守ともに各所で好プレーがみられた。しかし、

ミスもあリトライには結びつかなかった。

後半は猛暑や、相手がメンバーをほぼ入れ替

えたということもあり、粘 りをみせるも関学
ペースとなリトライを重ねられ、点差がひらく

という結果になった。

平成 23年度の夏合宿日程

今年度の夏合宿は 8月 11日 (木 )～ 18日 (木 )

です。今年度は期間中、北海道大学および南山

大学 との練習試合が予定されてお ります。

場所 :長野県小県郡真田町菅平高原


